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困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
本
郷
の
学
生
相
談
所
に
教
授
ポ
ス
ト
が

配
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
長
期
的
視
点
か
ら
調
査

・
研
究
活
動
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（五
）
人
員
と
身
分
の
問
題

本
郷

の
学
生
相
談
所
に
は
三
名
の
専
任
助
手
に
加
え

て
、
本
年
度

よ
り
教
授
ポ
ス
ト
が
配
置
さ
れ
た
が
、
任
期
付
き

の
定
員
で
あ
り
、

学
生
相
談
活
動
を
長
期
的
視
点
か
ら
計
画

・
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。
学
内
外
の
援
助
資
源
と
学
生
を
結
び
つ
け
る
定
点
と

し
て
機
能
す
る
た
め
に
も
、
定
員
措
置
に
よ
る
学
生
相
談
体
制
の
恒

常
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
駒
場
の
学
生
相
談
所
は
、
上
述
の
通
り
、
専
任
助
手
が

一

名
と
い
う
貧
弱
な
体
制
が
続
い
て
お
り
、
相
談
件
数
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
に
も
、
教
職
員
等
と
の
協
働
の
た
め
に
も
、
相
応

の
ポ
ス

ト
配
置
が
望
ま
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
相
談
所
も
増
加
す
る
個
人
相
談
へ
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ

て
い
る
状
態
で
あ
り
、
相
談
員
の
増
員
が
急
務
で
あ
る
。

（六
）
組
織
の
あ
り
方

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
相
談
所
は
、
学
部
に
所
属
す
る
と
い
う
あ

る
意
味

で
は
特
殊
な
立
場
の
相
談
機
関
で
あ
り
、
全
国
で
唯

一
の
教

養
課
程
専
門
の
教
養
学
部
の
中
で
、
教
養
教
育
の

一
環
と
し
て
の
学

生
支
援
機
関
と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
を
さ
れ

て
い
る
。
実
現
は
難

し
い
で
あ
ろ
う
が
、
東
大
法
学
部
学
習
相
談
室
や
東
北
大
学
理

・工

・

農
学
部
な
ど
に
あ
る
各
学
生
支
援
室
の
よ
う
に
、
各
学
部
に
独
自
の

相
談
機
関
が
あ
れ
ば
よ
り
豊
か
な
学
生
支
援
が
行
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の

一
方
で
、
本
郷
の
学
生
相
談
所
と
別
組
織
で
あ
る
こ
と
に
は
、

入
学
時
か
ら
卒
業
ま
で

一
貫
し
た
学
生
相
談
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
し
づ

ら
い
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
本
郷
の
学
生
相
談
所
は
、
駒
場

の
学
生
相
談
所
を
始
め
と
す
る
各
部
局
の
相
談
窓
口
と
密
接
に
連
携

し
、
全
学
の
学
生
相
談
シ
ス
テ
ム
を
統
括
す
る
必
要
が
あ
る
。
統

一

さ
れ
た
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
で
よ
り
機
能
的
に
学
生
相
談
活
動
を
展
開

す
る
た
め
に
、
組
織
的
な
統
合
も
含
め
て
、
全
学
の
中
で
の
位
置
付

け
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

現
在
、
学
生
相
談
所
は
全
学
の
学
生
生
活
委
員
会
の
下
に
設
置
さ

れ
て
い
る
と
い
う
、
や
や
特
殊
な
組
織
的
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

組
織
的
位
置
付
け
が
曖
昧
で
学
内
で
の
認
知
も

不
十
分
な
現
状
を
改

善
し
、
学
生
支
援
の
た
め
の
教
職
員
と
の
全
学
連
携
体
制
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
も
、
「学
生
相
談
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
独
立
し
た
部
局

と
し
、
全
学
共
通
基
盤
と
し
て
の
教
育
研
究
組
織
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（注
）
昨
年
度
開
催
さ
れ
た

「学
生
相
談
所
創
設
五
〇
周
年
記
念
行
事
」

に
つ
い
て
は
、

今
年
度
発
行
の
東
京
大
学
学
生
相
談
所
紀
要
第

一
三
号

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

●
事
例
紹
介
●

私
立
総
合
大
学
に
お
け
る
学
生
相
談

の

展
開
と
課
題

～
立
教
大
学
学
生
相
談
所
五
〇
年

の
歩
み
か
ら
～

山

中

淑

江

（立
教
大
学
学
生
相
談
所
）

「神
よ
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
冷
静
さ
と

変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
を
変
え
る
勇
気
と
、
そ
し
て
変
え
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
と
で
き
な

い
も
の
を
識
別
す
る
智
恵
と
を
お
与
え

下
さ
い
」

こ
れ
は
、
立
教
大
学
に
は
な
じ
み
の
深

い
祈
り
の

一
節
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
、
武
蔵
野
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
学
部
が
開
設
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
学
生
相
談
所
の
今
後
の
方
向
性
の
検
討
を
行

っ
て
い
た

際
に
、

ス
タ
ッ
フ
が
と
も
に
心
に
し
た
祈
り
で
あ
る
。
立
教
大
学
学

生
相
談
所
は
本
年
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。
設
立
以
来
守
り
継
が
れ
て

き
た
側
面
と
、
時
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
大
学
と
学
生
の
状
況
に
対

応
し
て
変
化
し
て
き
た
側
面
と
が
あ
る
。
大
学
が
変
動
す
る
今
、
同

じ
祈
り
を
も

っ
て
五
〇
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
今
後
に
向
け
て
の

学
生
相
談
所
の
役
割
と
課
題
を
確
認
し
た
い
。

一
沿
革

一
九
五

一
、
五
二
両
年
に
開
催
さ
れ
た
学
生
厚
生
補
導
研
究
集
会

を
機
に
、
S
P
S

（

）
の
考
え
方
に
学

生
部
関
係
者
の
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
東
京
大
学
に
次

い
で
、

一
九
五
四
年
に
本
学
に
学
生
相
談
所
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
と

し
て
、

一
九
五
二
年
の
メ
ー
デ
ー
事
件
等
に
関
わ
っ
た
学
生

へ
の
対

応
を
通
じ
て
、
学
生
と
信
頼
関
係
を
持

っ
て
話
し
合
え
る
場
、
個
々

の
学
生

一
人

一
人
の
問
題
を
掘
り
下
げ
る
機
会

の
必
要
性
が
強
く
感

じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
当
時
の
学
生
部
長
に
よ
る
欧
米
の
大
学
で

の
学
生
支
援
状
況
の
視
察
が
計
画
の
具
体
化
を
進
め
た
。

設
立
か
ら
二

一
年
間
は
、
専
任
職
員

一
名
が
配
置
さ
れ
、
教
職
員
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が
相
談
員
を
兼
務
し
、
毎
週
決
ま

っ
た
時
間
に
相
談
所
に
待
機
し
て

相
談
活
動
を
行

っ
て
い
た
。
設
立
当
初
は
世
相
を
反
映
し
て
、
経
済

問
題
に
つ
い
て
の
相
談
が
主
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
進
路
の
問
題
に

代
わ
り
、
や
が
て
対
人
関
係
や
心
理
的
な
問
題
の
相
談
が
増
加
し
て

い
っ
た
。

一
方
、
そ
れ
ま
で
の
指
導
教
授
制
に
変
わ
り
、
ク
ラ
ス
担

任
制
が
し
か
れ
、
授
業
制
度
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
変
と
も
あ

い
ま

っ
て
、
学
生
個
々
人
に
対
す
る
教
員
の
関
与

の
度
合
い
が
少
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
助
育
体
制
が
組
織
的
に
整
え
ら
れ
、

学
生
相
談
所
の
役
割
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
中
心
と
す
る
学
生
生

活
援
助
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
専
門
的
な
専
任
相
談
員
の
必
要
性
が
高
ま

り
、

一
九
七
三
年
に
嘱
託
精
神
科
医
師
が
配
置
さ
れ
、

一
九
七
五
年

に
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

一
名
、
専
任
職
員
二
名
が
配
置
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
の
兼
任
相
談
員
は
、
待
機
は
せ
ず
所
員
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。

こ
の
年
か
ら
来
談
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
た
。
心
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
、
学
生
相
談
所
を
中
心
と
す
る
学
生
グ
ル
ー
プ
の
活
動

が
活
発

に
行
わ
れ
た
。
来
談
者
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

一
九
八
〇

年
に
非
常
勤
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
週
に
三
日
分
配
置
さ
れ
た
。
そ
の
後

も
必
要
性
が
増
大
す
る
に
つ
れ
非
常
勤
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
が
行

わ
れ
て
き
た
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
よ
り
、
学
生
が
グ
ル
ー
プ
活
動
に
集
ま
り
に

く
く
な

っ
た
。
現
代
の
青
年
の
問
題
が
社
会
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

学
内
で
も

「学
生
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
」
と

の
声
が
し
き
り
と
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
並
行
し
て
学
生
相
談
所
を
利
用
す
る

学
生
の
抱
え
る
問
題
は
深
刻
化
し
て
き
た
。

一
九
九
八
年
、
武
蔵
野
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
新

学
部
設
立
に
伴
い
、

同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
学
生
相
談
所
が
設
置
さ
れ
、
建
物
が
建
設
さ
れ

た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
池
袋
学
生
相
談
所
が
建
物
の
老
朽
化
の
た
め

移
転
し
、
拡
張
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
独
立
し
た
建
物
で
あ
る
。

現
在
、
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

（学
生
数
約

一
五
、
〇
〇
〇

人
）
学
生

相
談
所
は
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

一
名

・
専
任
職
員
二
名

・
非
常
勤
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
週
八
日

・
嘱
託
精
神
科
医
週
二
日
、
武
蔵
野
新
座
キ
ャ

ン
パ
ス

（学
生
数
約
二
、
〇
〇
〇

人
）
学
生
相
談
所
は
、
専
任
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

一
名

・
専
任
職
員

一
名

・
非
常
勤
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
週

一
・

五
日
の
体
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
性
に
応
じ
た
活
動

を
行

っ
て
い
る
。

二
本
学
生
相
談
所
の
活
動

本
学
生
相
談
所
は
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
の

柱
は
以
下
の
四
つ
の
活
動
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
一
）
よ
ろ
ず
相
談

本
学
生
相
談
所
は
学
業

・
進
路

・
生
活
上
の
問
題

・
健
康

・
対
人

関
係

・
心
理
的
問
題
な
ど
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
可
能
な
限
り
相
談
に
訪
れ
た
そ
の
時
に
、
主
に
職
員
が
詳
し
い

相
談
内
容
を
聞
き
取
り
、
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
本
人

の
希
望
が
あ
る
と
き
、
必
要
と
思
わ
れ
る
と
き
に
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
精
神
科
医
師
の
診
察
に
繋
ぐ
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
大
学
内
外
の
リ
ソ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
あ

ら
ゆ
る

つ
ま
ず
き
や
疑
問
は
よ
り
深
い
悩
み
の
糸
口
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
学
生
が
相
談
を
思
い
立

っ
た
時
を
逃
さ
ず
丁
寧
に
聴
く
こ
と

に
よ

っ
て
、
安
心
し
て
よ
り
核
心
的
な
問
題
を
語

っ
た
り
、
ま
た
、

学
生
自
身
が
自
ら
の
抱
え
る
問
題
を
理
解
し
た
り
、
そ
の
存
在
に
気

づ
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
分
に
必
要
な
情
報
や

援
助
を
得
る
こ
と
を
含
め
、
相
談
は
問
題
解
決
の
方
法
の
学
び
の
機

会
で
あ

る
の
で
、
そ
の
間
口
を
広
く
開
い
て
い
る
。

（二
）
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

心
理
的
問
題
や
自
ら
の
課
題
を
持
つ
学
生
に
は
、
心
理
の
専
門
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
継
続
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
及
び
精
神
科
医
に
よ

る
治
療
を
行

い
、
心
理
治
療
や
療
学
援
助
を
含
め
て
自
己
解
決
能
力

の
育
成
を
援
助
し
て
い
る
。

（
三）
心
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

相
談
所
利
用
学
生
以
外
に
開
か
れ
た
、
種

々
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
よ
る
心
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
実
施
し
て
い
る
。

（四
）
学
内
連
携

学
生
相
談
所
は
学
生
部
の
機
関
で
あ
り
、
学
生
部
と
日
常
的
に
密

接
に
連
携
を
と

っ
て
い
る
。

大
学
チ
ャ
プ
レ
ン

（チ
ャ
ペ
ル
付
き
牧
師
）
、
各
学
部
教
員
、
関

連
部
局
職
員
か
ら
な
る
学
生
相
談
所
所
員
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
学
生
の
相
談
に
当
た
り
、
学
部
や
部
局
と
学
生
相
談

所
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
組
織
を
媒
体
と
す
る
連
携
の
ほ
か
に
、
学
生
の
問
題

に
よ

っ
て
随
時
、
学
部
や
関
係
部
局
が
集
ま
り
、
方
針
と
役
割
分
担

を
決
め
、
共
同
で
対
応
す
る
体
制
を
と

っ
て
い
る
。

三

本
学
生
相
談
所
の
特
色

こ
の
五
〇
年
間
に
、
人
員
の
配
置
や
保
健

・
診
療
部
門
と
の
統
合

な
ど
を
め
ぐ

っ
て
、
数
度
の
検
討
委
員
会
が
持
た
れ
、
学
生
相
談
所

の
役
割
や
方
向
性
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
学
生
生
活
支
援
、
成

長

・
発
達
支
援
を
行
う
機
関
で
あ
る
こ
と
を
柱
に
、
大
き
な
変
更
な

く
存
続
し
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
の
要
因
と
し

て
以
下
の
二
つ
の
特

色
を
あ
げ
る
。

（
一
）
大
学
の
風
土

①
建
学
の
精
神

本
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
全
人
教
育
を
建

学
の
精
神
と
し
て
い
る
。
「愛
の
ゆ
え
に

『切
り
捨
て
る
こ
と
な
く
』

一
人

一
人
の
学
生
の
魂
を
気
遣
い
、
大
学
生
活
を
有
意
義
に
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
助
言
す
る
と

い
う
建
学
の
精
神
が
脈
々
と
継
承
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さ
れ
、
息
づ
い
て
い
る

一
隅
こ
そ
学
生
相
談
所
で
す
。

一
隅
を
照
ら

す
こ
と

に
よ

っ
て
大
学
全
体
を
照
射
す
る
道
の
燈
火
が
こ
こ
に
あ
り

ま
す
」

（学
生
相
談
所
報
告
書
第
六
号
、

一
九
八
五
）
と
、
当
時
の

学
生
部
長
の
言
に
あ
る
よ
う
に
、
学
生
相
談
所
は
建
学
の
精
神
を
堅

固
な
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
具
現
化
す
る
場
所
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

②
S
P
S
の
浸
透

建
学
の
精
神
に

一
致
す
る
S
P
S
の
理
念
は
本

学
に
お

い
て
深
く
浸
透
し
て
い
る
。
学
生
部
や
チ
ャ
ペ
ル
の
主
催
す

る
キ
ャ
ン
プ
や
課
外
教
育
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
職
員
が
高
い
意

識
を
持

っ
て
こ
れ
ら
に
携
わ

っ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

・

セ
ン
タ
ー
や
学
生
部
が
提
案
企
画
す
る
授
業
が
正
課
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
も

い
る
。

③
心
理
教
育
の
伝
統

学
内
に
キ
リ
ス
ト
教
教
育
研
究
所

（J
I
S

E
）
と

い
う
機
関
が
あ
り
、

一
九
七
〇
年
代
に
様
々
な
心
理
教
育
的

グ
ル
ー
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
そ
れ
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
学
生
相
談
所
で
も
活
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
平
木
典
子

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ア
サ
ー
シ
ョ
ン

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
、
学
生
相
談
所
で
実
施
し
た
。
こ
れ
も
現
在
に
引
き
継
が

れ
て
い
る
。

（
二）

ス
タ
ッ
フ
の
継
続
性

一
九
七
五
年
以
降
、
四
名

の
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
着
任
し
た
が
、

う
ち
三
名
は
そ
れ
以
前
に
教
育
寮
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
女
子
寮
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
勤
務
し
、
学
生
相
談
所
で
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
担
当
し
て
い
た
。
寮
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
経
験
は
、
面
接
室
の
中
の

関
係
だ
け
で
な
く
、
学
内
部
局
と
連
携
を
取
り
合

い
、
学
生
の
現
実

の
生
活
や
他
者
と
の
関
係
に
目
を
向
け
た
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
あ
り

方
に
通
じ
て
い
る
。
も
う

一
名
も
非
常
勤
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
し
て
六

年
間
本
相
談
所
に
勤
務
し
た
後
に
専
任
と
な

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

意
図
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ

っ
て

専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
働
き
方
の
継
続
性
が
高
く
保
た
れ
て
き
た
。

ま
た
、
職
員
二
名
体
制
以
降
は
、
職
員
が
配
属
さ
れ
て
か
ら
異
動

す
る
ま
で
の
年
数
が
八
年
か
ら

一
五
年
と
、
長
期
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
は
、
前
任
職
員
が
再
度
配
属
さ
れ
て
も
い
る
。
こ
れ
は
、
職
員
が

イ
ン
テ
ー
カ
ー
と
し
て
専
門
的
に
仕
事
を
行
う

上
で
、
そ
の
養
成
に

時
間
が
必
要
だ
と
の
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
継
続
性
を
持

っ
て
長
く
勤
務
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
学
生
相
談
所
で
の
豊
富
な
経
験
が
伝
え
ら
れ
、
蓄

積
さ
れ
て
い
る
。

四

今
後
の
課
題

昨
今
の
大
学
改
革
を
論
ず
る
な
か
で

「使
命
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、

課
題
と
は
異
な
る
意
味
合

い
に
使
わ
れ
て
い
る
。
使
命
は
与
え
ら
れ

た
務
め
で
あ
り
、
課
題
と
は
与
え
ら
れ
た
問
題
や
任
務
の
意

で
あ
る

の
で
同
義
に
近
い
が
、
使
命
と
い
う
場
合
に
は

一
機
関
を
超
え
て
さ

ら
に
大
き
な
、
社
会
的
、
倫
理
的
な
目
的
や
方
向
性
と
い
う
意
味
合

い
が
付
与
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
課
題
と
は
、
使
命
を

具
現
化
す
る
た
め
に
、
自
他
の
課
す
実
際
的
な
解
決
す
べ
き
問
題
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
学
生
相
談
所
の
使
命
と
課
題
と
を
分

け
て
考
え
る
と
、
使
命
は
、
学
生
生
活
支
援
と
成
長

・
発
達
支
援
で

あ
り
、
そ
の
支
援
を
通
じ
て
問
題
解
決
能
力
を
育
て
る
教
育
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
現
場
で
得
ら
れ
た
知
見
を
大
学
全
体
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
使
命
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
大
学
の
現
状
と
そ
こ
で
の
課

題
を
整
理
す
る
。
本
学
で
は
組
織
の
再
構
成
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、

キ
ャ
リ
ア

・
セ
ン
タ
ー
で
は
個
別
相
談
に
重
点
的
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
教
務
事
務
セ
ン
タ
ー
も
学
生
部
で
も
個
人
の
サ
ポ
ー
ト
や
ケ
ア

を
重
視
す
る
方
針
で
あ
る
。
人
権
セ
ン
タ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
対
策
委
員
会
な
ど
も
相
談
窓
口
を
開
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
か
つ
て
確
認
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
五
〇
年
の
歩
み
の
中

で
学
生
相
談
所
が
果
た
し
て
き
た
役
割
が
、
実
際
の
必
要
性
の
増
大

と
あ
い
ま

っ
て
組
織
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

一
方
、
学
生
相
談
所
で
は
、
相
談
件
数
の
増
加
、
特
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
精
神
科
治
療
を
必
要
と
す
る
学
生
が
増
加
の

一

途
を
た
ど

っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
々
の
学
生
の
抱
え
る
問
題
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
環
境
調
整
を
含
む
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
学

内
で
心
理
的
な
問
題
を
持

つ
と
思
わ
れ
る
学
生
が
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
今
後
学
生
相
談
所
独
自
の
働
き
と

し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、
病
理
を
含
む
学
生
の
心
理
的
問
題

へ
の
対

応
、
関
係
部
局
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、
学
生
を
取
り
巻
く
環
境

へ
の
働
き
か
け
等
で
あ
ろ
う
。
機機
能
と
し
て
ま
と
め
る
と
、
第

一
に

よ
り
深
く
学
生
の
実
態
に
沿
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

第
二
に
学
内
機機
関
と
連
携
を
取
り
合
う
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
的
ア
プ
ロ
ー

チ
、
第
三
に
学
生
全
体
に
対
す
る
成
長

・
発
達
支
援
的
観
点
を
提
供

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
の
三
つ
を
重
点
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

将
来
的
に
は
、
学
生
の
利
用
し
や
す
さ
を
考
慮
し
、
重
層
的
な
学
生

の
問
題
を
多
角
的

・
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
作
り
が
必
要
と

な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
た
め
に
、
組
織
改
変
を
含
め
て
い
か
な
る
体
制

が
望
ま
し
い
か
の
検
討
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
設
立
以
来
の
働

き
を
継
続
し
て
き
た
本
学
生
相
談
所
で
あ
る
が
、
そ
の
変
わ
ら
ぬ
使

命
を
果
た
す
た
め
に
、
現
代
の
大
学
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
、

と
る
べ
き
役
割
に
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

（本
論
は
立
教
大
学
学
生
相
談
所
報
告

二
十

四
号
-

創
立
五
十
周

年
記
念
号
-

に
掲
載
す
る

「学
生
相
談
所
五
〇
年
の
歩
み
か
ら
今
後

の
展
開

へ
」
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。）


